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イチジクのキボシカミキリとクワカミキリに対する天敵糸状菌
Beαuveria brongniαrtiiのシート弗jによる防除効果

松滞克彦事・福井謙一部事*・足立年一日

要約

天敵糸状欝Beauveriabrongniαrtiiのシート剤を用いたイチジクのキボシカミキリとクワカミキ

リの生物防総法について検討した.

l 本菌をキボシカミキりに感染させると，平均生存日数は7.7日であり， ほとんどが10日以内に

死亡した.無処理区の16.4日と比較して感染効果が認められた.

2 シート剤を 8分割した場合 (2.5x 12.5cm)でも設置後約30日の生菌数は，殺虫効果のある107

cells/cnfの水準を維持していた.また，シート剤による輯場での殺虫効果は設置後40臼でも認め

られ，特にクワカミキリでその効果が大きかった.

3 キボシカミキリに対し 6月中下旬に 8分割したシート剤を10a当たり350箇所設置した場合，

死虫率は 3年間の平均で64.8%であった.また，クワカミキリでは 2年題の平均で76.9%であり，

キボシカミキリで防除効果がやや劣ったが，いずれのカミキリムシ類に対しでも，防除効果が認

められた.

4 以上より 8分割のシート荊を350憧所/10a程度結果母校に設置することで， イチジクのカ

ミキリムシ類の生物紡除が可能であると考えられる.

The Effect of the Nonwoven Fabric Sheet with an Entomogeneous Fungus Beau-
veria brongniartii against the Yellow-Spotted Longicorn Beetle， Psαcotheαhilaris 
and the Mulberry Borer， AproniαjαpOnLCα， on the Fig Field. 

筑前suhikoMATSUURA， Kenichiro FUKUI and Toshikazu ADACf召

Summary 

The effect of the nonwoven fabric sheet with an entomogeneous fungus，Beauveriαbrong-
mαrtii against the yellow-spotted longicorn beetle， Psαcotheαhilαris and the mulberry borer， 

Aproniαjaponicα， in the fig field were studied. 
(1) Most of the yellow聞 spottedlongicorn beetles artificially infected by the fungus died 
within 10 days. The averagespan of their lives after treatment was only 7.7 days， and that 
of the control was 16.4days. The infeqtion cleary shortened their lives. 

(2) The number of the viable cells of the one-eighth sheets (size : 2.5 x 12.5cm) kept more than 

107 cell/ cuf， even 30 days after treatment. The effect of the sheet (size: 2.5 x 12.5cm) in the 
fig field was kept for 40 days after treatment. 

(3) The average mortality in thr巴eyears of the yellow-spotted longicorn beetles for 40 days 
after treatment was 64.8%， using 350 divided sheets (size: 2.5 x 12.5cm) per 10a in the 

middle or end of June， and that of the Mulberry Borer was 76.9%. It was recognir;ed that 
the sheets were effective to both the yellow-spotted longicorn beetles and the Mulberry 

Borer， though the sheets were less effective against the former than against the latter. 
(4) These results suggest that the treatment of setting 350 sheets (size: 2.5 x 12.5cm) per 10a 

at the base of shoots is effective in control1ig them. 
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緒 ち話r
手当

イチジクを加害するカミキリムシ類lこは，主にクワカ

ミキリとキボシカミキリがある.これらカミキリムシ額

はイチジクの枝，幹を金書し，樹勢低下を招いたり，枯

死させることもある重要害虫である. しかし，発生が長

期にわたっていることと，幼虫が樹皮下や枝，幹の内部

に生息しているため，殺虫剤の散布では，十分な肪除効

果がみられない.さらに、カミキリムシ類の防除法とし

ては現在，成幼虫の描殺あるいは食入孔への殺虫剤の注

入などがあるものの，労力の点から十分に実施されてい

ないのが現状である.

天敵糸状欝Beαuvenαbrongniαrtiiは，キボシカミキ

リやゴマダラカミキリに対し強い病原性を持つことが明

らかになっているり 5) この天敵糸状欝を不織布培地で

培養したシート剤をカンキツの主幹部に処理する方法が，

コ守マダラカミキリの成虫に対する助除法として既に開発

されている.また，クワカミキリに対する本菌の病原性

も滝口 7) によって明らかにされている. このようにイ

チジクを加害する主要害虫のキボシカミキリとクワカミ

キリに対する本閣の病探性は明らかになっているが，イ

チジク圏でのカミキリムシ類に対する本菌の防総効果に

ついて，堤ら 9)1 0) と柴尾ら 8) で検討されているが，連

年施用については未検討である.

そこで，筆者らは天敵糸状菌B.brongniαrtiiのシー

ト剤(バイオリサ・カミキリ@)を用いたイチジクのカ

ミキリムシ類の防除法と連年施用の効果について検討し

たので報告する.

なお，資材の提供唱といただいた日東電工(槻及び現地試

験に協力いただいた神戸農業改良普及センター，姫路農

業改良普及センターの方々に深く感謝する.

材料及び方法

1 寮内感染試験

1990年 6 月 26 日 ~7 月 31 日に神戸市西区のイチジク国

より採取したキボシカミキリ成虫93個体を供試し，備5

cm，長さ25cmの天敵糸状罷B.brongniartii製剤(以下，

シート剤)の上に採取したキボシカミキリを約 5秒間歩

かせ感染させた.供試したシート剤は厚さ 4澗の不織布

(5 x 50cm)で培養した後，その表面が10Bcells/crrl'以上

の分生子で覆われた製剤であるJ)キボシカミキリ成虫はプ

ラスチック製のアイスクリームパック(内僅9.0cm，高さ4.5cm)

に1頭づっ入れ，イチジクの葉と新梢を与え鰐帯した. 葉及

び新梢は 3~4 日ごとに交換し，室温 (24~290C) 条件

で実施した.いずれも218間個体餌育を行い 2日おき

に病死状況を調査した.無処理区は向じ簡場から採取し

た121個体を接種jgと同様の条件で飼育し謂査した.

2 シート斉IJを分割・吸水・遮光した場合の生菌数の推移

1993年10丹6日にシート剤を下記のように処理し， 当セン

タ…内イチジク留に設置した. 10丹19，27臼， 11月5日に

各処理区，シート剤 5翻を採取し 1片 1x 5 cmの大きさ

に調整した後，堤ら9) の方法で生関数を測定した.

処理監:(吸水区)プラスチック製のアイスクリ…ムパ

ック(内径9.0cm，高さ4.5cm)内にシート剤 (5x 12.5 

cm)を入れ，乾燥を防ぐためにパック内に蒸留水を入れ

十分に吸水させた. (悲光区)鹿径14cmの紙血の下にシ

ート剤 (5X 12.5cm)をつり下げた.0分割度)5 X 25 

cmのシート剤をリング状にしてホッチキスで結果母校あ

るいは新梢基部に設置. (4分割区) 5 X 12.5cmのシー

ト剤を 2分割区と同様に設罷. (8分割藍)2.5 X 12.5cm 

のシート荊を{患のじまと同様に設置.

3 罷土器における防除効果

神戸市罰区及び姫路市のイチジク園(品種:桝井ドー

フィン)でシート荊の設置密度と連年設置の効果につい

て検討した.供試国場及び設置密度を表 lに示した.い

ずれの閣とも一文字整枝であった.シート剤はリング状

にしてホッチキスで結果母校あるいは新梢基部に設墨し

た.設置後10，20， 30， 40日の早朝lこキボシカミキリ及

びクワカミキりを採取し，それらを感染試験と同様に飼

育し，パック内で 2日おきに病死状況を調室ました.

結 果

1 室内感染試験

感染区ではほとんどのキボシカミキリ
表1 B. brongniαrtii繭製剤による圏場での前総効果試験区の構成

が10日以内に死亡した.無処理区では21

処理年箇場名所在地植栽間隔樹齢供試樹数シートの大きさ設置密度 日以土生存している個体が50%以上存在
(m) (年) (樹) (cm) (箆所/10a)

した.平均生存日数は対照区が16.4臼に
1993年 A 神戸市 4.8X 1.5 5 60 5 X12.5 350 

対し，接穂区は7.7日であった(表 2). B 姫路市 4 x 2 4 40 5 x 12.5 700 
C 姫路市 4 X1.7 6 54 5 X12.5 350 2 シート前を分割・吸水・遮光処理し

1994年 A 神戸市 4.8X 1.5 6 60 2.5X 12.5 350 た場合の生菌数の推移
日 姫路市 4 x 2 5 50 2.5X12.5 700 
D 姫路市 4 x 2 4 50 2.5X12.5 350 吸水区では処理後いずれの時期でも，

1995年 A 神戸市 4.8x 1.5 7 60 2.5x12.5 350 生菌数が最も少なく， 107 cells/ crrl'以下
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であったが，他の処理区では処理29日後でも 107cells/ 表 3 各処理区における生菌数の推移

crrfの水準を維持していた. シートを分割することで生菌数
処 理 区

シート上の生菌数(x 10 7 cells/ cnf) 
シートの大きさ

が少なくなる鎖向が見られたが 8分軒でも処理29日後で生 (cm) 13 21 2913後

菌数は107 cells/Crrfの水準を維持して~¥t:: (表 3). 吸水 IR 5 x12.5 0.49 0.74 0.62 

3 臨場における防除効果 遮光区 5 x12.5 2.48 2.80 3.76 

設置鰐度:キボシカミキリの場合，処理年や圏場によ
2分割j区 5 x25 3.50 15.06 5.38 

4分割区(対照〕 5 x12.5 2.74 6.10 2.49 
る採集虫数の悲が大きかった.このため，処浬年と臨場 8分割区 2.5x12.5 1.19 3.10 2.59 

をまとめて比較すると，設置後40日間(全期間)で700

簡所/10aの死虫率は50.0%で、あった. これに

対し. 350簡所/10aの死虫率は64.8%で，設量

密度の違いによる死虫率の差はあまりみられな

かったが，いずれの設題密度でもシート剤によ

る妨総効果が認められた(表 4). 

また，クワカミキリは，キボシカミキりより

も採集虫数が少なく，年による差が大きかった.

このため，処理年と闘場をまとめて比較すると，

クワカミキリの死虫率は700笛所/10aで100%.

350箆所/10aで76.9%となり，いずれの設置密

度でもキボシカミキリより死虫率が高く，シー

ト剤による紡除効果が鳴らかに認められた(表

5 ). 

処理効果の持続期間:設置後日数とキボシカ

ミキリの死虫率についてみると. 350箇所/10

aでは設置後初日でも死虫率が41.7%であり，

シート剤の殺虫効果は40B後でも維持されてい

た(表 4). 700笥所/10aで:は採集虫数が少な

かったため，設置後白数と死虫率の関係は明ら

かで、なかった.また，クワカミキりでは設置後

40B鴎の死虫率が76.9%(350簡所/10a). 100 

% (700笛所/10a) であり，キボシカミキリ

に比べ大幅に高かった(表 5). 

連年施用の効果:シート剤の大きさがやや巽

なるが.A闘場では1993年から1995年. B閥場

では1993年から1994年にかけて設霊諮度を周ー

にして処理をした.いずれのカミキリムシ類で

も採集虫数は年により変動が大きく，連年施用

による成虫の減少効果は明らかでなかった(表

4. 5). 

表 4 B. brongniartii菌製剤の設罷密度と連年施用がキボシカミキリ

の防除効果に及ぼす影響

設置密度 悶陽処護
設置後日数(臼)

金wl関
(箇所/lOa) 名 年 10 20 30 40 

700 B 1993 1/1 1/1 0〆o 0〆o 2/2 (100) 
B 1994 1/1 1/2 1/3 0/2 3メ8(37.5) 

(合計 2刀 (100) 2/3 (66.6) 1/3 (33.3) 0/2ω5/10 (50.0) 

350 C 1993 1/1 % % 0/2 1/3 (33.3) 
D 1994 7/8 3/6 9/13 4/6 23/33 (ω.7) 
A 1ω3 % 1/1 % 0/1 1/2 (50.0) 
A 1994 7/10 1/5 9/11 0〆o 17/26 (65.4) 
A 1ω5 2/2 1/2 % 1/3 4/7 (57.1) 

(合計) 17/21ω1.0) 6/14 (42.9) 18ノ24(75.0) 5/12 (41.η46/71 (64.8) 

o (語拠理) 一 1993 1/1 0/1 0/2 0/1 1/5α0.0) 
- 1995 0/3 0/6 0/3 0/3 0/15 (0) 

(合計1/4(25.0) 0/7 (0) 0/5 (0) 0/4 (0) 1/初 (5.0)

注)死虫数/採種虫数. ( )内は死虫率.Jm処理は処恕歯から20間以上総れた場所.

シート斉1Jの大きさ:1993年 (5x 12.5cm). 1994.1995年 (2.5x 12.5cm) 

表 5 B. brongniαrtii菌製荊の設置密度と連年施用がクワカミキりの

防除効果に及ぼす影響

設&1密度関場処理
設置後日数 (13)

全期間
(箆所/10a) 名 年 10 20 30 40 

~ B~ ~ ~ w ~ ~U∞) 
B 1994 1/1 2/2 0〆o 1/1 5/5 UOO) 

(合計 3/3UOO) 2/2 UOの 1/1 UOO) 1/1 UOO) 7/7 (100) 

350 C 1993 1/2 0/1 0〆o 2/2 3/5 (印.0)
D 1994 % % 0〆o % 0〆9
A 1ω3 0νo 4/4 % % 4/4 UOO) 
A 1994 % 0〆 0/0 0〆o 0/0 
A 1鈎5 2/2 1/2 % 0〆o 3/4 (75.0) 

(合計) 3/4(75.0) 5/7σ1.4) 0〆o 1/2 UOO) 10/13 (76.9) 

o (無処朝一 1993 % 1/5 % % 1/5 (20.0) 
- 1鈎5 % 0/2 0/2 0/6 0/10 (0) 

(合計 0/0ω 1/7U4.3) 0/2 (0) 0/6 (0) 1/15 (6.η 

注)死虫数/採種虫数. ( )内は死虫率. jj在処環lま処理留から20m以上離れた場所.

シート刻の大きさ:1993年(5 x 12.5cm). 1994.1995年 (2.5x 12.5cm) 

考察
表2 B. brongniartii欝接種によるキボシカミキ1)の防除効果

生存期間(臼)
処理区 平均生存8数

室内感染試験でキボシカミキリは B.brongniartii菌

に感染すると，ほとんどの個体が10B以内に死亡した.

滝口りはクワカミキりは本欝に感染すると8.1~8.3B で

死亡すると報告しており，本菌がキボシカミキリやクワ

カミキワに対し，強い病原牲を持っと考えられる.伊庭2)

によるとキボシカミキリは羽化後約10日で産卵を開始する. ま

1-5 6-10 11暢 15 16陶 20 21ω 

感染区 5(僧体)87 0 0 7.7(日)

無処理能 9 26 9 9 68 16.4 

注)21日以上生育した伺体は，生存臼数を21日とした.
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Tこ，西6) によるとクワカミキリの産卵前期間は4.9ごた1.88であ

ることから，これらの産卵を抑制するためには羽化後できるだ

け早く本語に感染させる必要がある.

本試験では， シート剤を一文字整枝の結果母技部に設

置した.これは，①キボシカミキリやクワカミキりは後

食のために新梢間を移動するので，結果母校や主枝部を

移動することが多い.@本菌は高温・乾燥に弱い I2) の

で，一文字整枝の場合，結果母枝は比較的葉陰になりや

すく，菌の活性が低下しにくい，等の理由によるもので

ある.実際，遮光区と 4分割区(設欝部位:結果母校)

の生菌数はほぼ間程度であり，結果母校でも十分に生菌

数が維持されていたと考えられる. しかし，キボシカミ

キリの死虫率が低かったことから，キボシカミキリはシ

ート剤に接触する機会が少なかったと推察される.堤

らI0) によると10a!こ約200箇所(シート前の大きさ 5

x 50crn)を関心形の主技部に設罷した場合，キボシカミ

キリの死虫率は設震後30日間で62%であり，この値は設

寵条件が異なるものの，本試験で得られたのと間躍度で

あった.これに対し，柴躍ら B) は， 10aに256笛所(シ

ート剤の大きさ 5x 50crn)を一文字整枝の棋の主枝部

に設置した場合，処理後 2~16日後で感染致死率90%以

上，処理30日後では 0%であったと報告している.堤

ら10) の結果よりも感染致死率が高かったのは，一文字

整枝の場合，キボシカミキリが日中の暑さを避けて主幹

の下側の陰の集まる性質があるため，接触の機会が高ま

ったためと説明している. しかし，本試験では一文字藤

枝の樹を供試したが，死虫率は柴躍ら B) の結果よりも

劣った.これまでイチジクのキボシカミキリに対して得

られた値は，柏尾ら 4) がカンキツのコoマダラカミキリ

に対し 1樹あたり l本のシート剤を設置した場合の死

虫率よりも低い.これはゴマダラカミキリが主幹部の地

際付近からほとんど羽化脱出し，産卵も司様の部位で行

うため，地際部の低い位置にシート剤を設謹することに

より，成虫がシート剤にかなりの確率で接触することか

ら，高死虫率が得られたと考えられる. したがって， イチジク

のキボシカミキリに対する防徐効果を高めるためには， シート離

の接触機会を高める工夫が今後必要であると考えられる.

一方，クワカミキリでは死虫率がキボシカミキりに比

べかなり高かったが，設置密度が異なるものの堤ら 10)

による防除試験でも問様に高い死虫率を得ており，本繭

はクワカミキリに対して殺虫効果が高いと考えられる.

吸水区の生関数は，地の処理区よりも明らかに少なか

ったが，直射日光や雨などによるものと考えられる.ま

た，シート荊を 8分割しても処理後約30日で生菌数は

101cells/cnl'以上であり，殺虫効果がある水準j)にあっ

た.さらに，居場試験でシート剤を8分割しても妨除効果が

みられたことから 8分割でも利用可能であると考えられる.

以上より，連年施用による成虫の減少は明らかとなら

なかったが， シート剤はキボシカミキリに対し効果がや

や劣るものの 8分割のシート離を350箇所/10a程度

設量することでイチジクのカミキリムシの生物防除が可

能であると考えられる.
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